
時間 30時間

単位 1単位

　
・

・急性期看護技術～血圧低下時の対応（演習）　

100点　内訳（①担当8点）（②担当20点）（③担当24点）（④担当48点）

72

⑤4時間　担当：　岸本

＜評価方法＞

筆記試験　成人臨床看護Ⅳの30時間のうち1時間を試験に充てる

＜教科書・参考書＞

医学書院　系統看護学講座
　①別巻　クリティカルケア看護学
　②別巻　クリティカルケア看護学、専門分野　成人看護学4　血液・造血器
　③専門分野　成人看護学3　循環器
　④別巻　クリティカルケア看護学

＜授業のねらい＞

＜講義内容＞

③6時間　担当：循環器内科病棟看護師

・治療を受ける患者の看護

＜配点＞

②5時間　担当：ICU看護師

④12時間　担当：救急外来看護師

クリティカルな患者の病態の理解と看護

クリティカルケア看護に必要な看護技術

クリティカルな患者の病態の理解と看護

・消化機能障害

・栄養・代謝機能障害

急性期にある対象の身体的・心理的・社会的な変化を理解し、対象・家族への看護を学ぶ

・観察と全身状態のアセスメント

・呼吸機能障害

・心肺蘇生法

講  義  概  要
科目名 成人臨床看護  Ⅳ（急性期） 2学年

担当講師
①脳神経外科病棟看護師　　②ICU看護師  ③循環器内科病棟看護師
④救急外来看護師  ⑤岸本　亜矢子（看護実務経験22年）

・呼吸管理

・循環機能障害

①2時間　担当：脳神経外科病棟看護師

クリティカルな患者の病態の理解と看護　（脳・神経機能障害）

・凝固・線溶系障害

血液・造血器疾患を持つ患者の看護

・疾患を持つ患者の経過と看護

・疾患をもつ患者の看護

・主要症状を有する患者の看護（貧血、易感染、出血傾向）

・検査を受ける患者の看護

・症状に対する看護

・課題侵襲を受けた患者の生体反応


